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１．ＪＡＸＡ宇宙科学研究本部の概要
沿革：
昭和３０年ーペンシルロケット実験開始（東京大学生産技術研究所）

昭和３９年ー東京大学宇宙航空研究所設置
昭和４５年ー人工衛星「おおすみ」打ち上げ

昭和５６年ー文部省宇宙科学研究所設置（大学共同利用機関）
平成１５年ー独立行政法人宇宙航空研究開発機構（宇宙科学研究本部）発足

平成２２年４月１日 ＪＡＸＡ「宇宙科学研究所」に改称及び関連組織改正（予定）

人員構成総数２２５人（本部長（理事）、教育職１４４人ー１３研究系、一般職８０人
（技術系６０人、事務系２０人）（ＪＡＸＡ総数１，５９４人）（平成２１年度）

宇宙科学関連予算：１７１億円（人件費含まず） （ＪＡＸＡ １，９２５億円）（平成２１年度）

事業：
• 大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、大学の要請に応じた大学院教育への協力（受入学

生数１８９）、科学衛星をはじめとする各種宇宙科学プロジェクト推進、専門技術分野に関する研究開発
等

旧ＩＳＡＳの規模（平成１４年人員２８８人、予算１８０億円ー人件費含まず）
国際的評価：「世界で最も優れた研究所」（ネイチャー巻頭言、１９９３年１２月２３／３０日）

2



理事長
副理事長
理事

監事

経営企画部

広報部

産業連携センター

評価監査室

セキュリティ統括室

国際部

契約部

財務部

総務部

人事部

筑波宇宙センター管理部

調布航空宇宙センター管理部

相模原キャンパス管理部

システムズエンジニアリング推進室

情報・計算工学センター

情報システム部

安全・信頼性推進部

施設設備部

周波数管理部

統合追跡ネットワーク技術部

環境試験技術センター

宇宙教育センター

大学等連携推進室

宇宙輸送ミッション本部

宇宙利用ミッション本部

有人宇宙環境利用ミッション本部

研究開発本部

宇宙科学研究本部

月・惑星探査プログラムグループ

航空プログラムグループ

ＪＡＸＡ組織図
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本部長・理事

企画連携総括

宇宙科学普及主幹

科学推進部

宇宙科学戦略主幹

宇宙科学情報解析研究系

安全・品質保証室

宇宙情報・エネルギー工学研究系

宇宙科学プログラムディレクタ

研究総主幹

宇宙構造・材料工学研究系

大気球研究系

宇宙探査工学研究系

科学衛星運用・データ
利用センター

宇宙輸送工学研究系

材料グループ

流体グループ

プログラム・ＳＥ室

プロジェクト

宇宙科学技術センター

技術専門統括

誘導・制御グループ

軌道・航法グループ

推進系グループ

高エネルギー天文学研究系

赤外・サブミリ波天文学研究系

宇宙プラズマ研究系

固体惑星科学研究系

宇宙科学共通基礎研究系

宇宙航行システム研究系

宇宙環境利用科学研究系

宇宙科学研究本部組織図宇宙科学運営協議会

研究推進室 計画マネージャ（総括・企画）

計画マネージャ（予算）

研究教育支援課

対外協力室

構造・機構グループ

熱グループ

電子部品・デバイスグループ

電源グループ

通信・データ処理グループ

宇宙環境グループ

大学院教育交流センター
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２．宇宙科学研究はどのように行われているか

宇宙空間へ行く飛翔体、衛星等の大規模装置、インフラが必要

→ JAXA宇宙学研究本部で整備、全国の研究者が参画、利用

新たな飛翔体、新たな観測手段の獲得が、新たなミッションを可能にする

理学工学一体の体制

研究者の自由な発想の尊重と自らの手による挑戦

研究者コミュニティにおける競争と開かれた透明性ある意思決定によるプ
ロジェクト選定

国際協力と国際競争

長期にわたるプロジェクト

大学共同利用システムによる研究体制

宇宙科学：宇宙空間に行くことにより可能となる学術研究分野、宇宙空間に行くこ
と、宇宙空間を自在に利用することを可能にする工学研究分野の総称
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３．大学共同利用システムによるプロジェクト立案プロセス

大学研究者コミュニティ（理学・工学）大学研究者コミュニティ（理学・工学）

科学プロジェクト策定プロセス

自由な発想に基づく
個人やグループの研究

自由な発想に基づく
個人やグループの研究自由な発想に基づく

個人やグループの研究

宇宙理学委員会宇宙理学委員会
宇宙工学委員会宇宙工学委員会

宇宙環境利用科学委員会宇宙環境利用科学委員会

大学研究者と
JAXA/ISAS研究者が

それぞれ半数程度
プロジェクト化を
目指しWG設立提案

評価・承認

プロジェクト
提案

プロジェクト
提案募集

1

2

JAXA
宇宙科学研究本部

評価結果
報告

運営協議会
「共同利用の方針の策定・教育職人事など」

理学・工学・環境利用委員会
「プロジェクトの創出・育成・評価など」

宇宙科学評議会
「有識者の助言・本部長候補推挙など」

直接参画直接参画 理学：理学：137137機関機関547547名名 工学：工学：139139機関機関202202名名

大学共同利用システムを実行する３つの委員会

本部長設置

評価の
依頼

コミュニティから湧き上がる萌芽的なアイデア
委員として参加

理学的価値と工学的先進性
世界レベルでの競争と協調
技術的実現性と妥当性
実行体制 など

評価基準：

評価・専門委員会
競争下でのピアレビューによる評価・選定

3

JAXAレベルでのプロジェクト化
4

選定されたものはプロジェクト移行を前提とした準備段階に
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Ｘ線観測Ｘ線観測 すざくすざく

赤外線観測赤外線観測 あかりあかり

電波観測電波観測 （はるか）（はるか） ASTROASTRO--GG

惑星磁気圏惑星磁気圏
大気プラズマ大気プラズマ

観測観測

PLANETPLANET--CC BepiColomboBepiColombo

太
陽
系
探
査

太
陽
系
探
査

太陽観測太陽観測 ひのでひので

ASTROASTRO--HH

小型科学衛星小型科学衛星
シリーズシリーズ

小型科学衛星シリーズ：宇宙科学コミュニティが提案するミッションの多様性を吸収しつつ、特徴
ある宇宙科学ミッションを次期固体ロケットと一体で低コストで機動的にかつ高頻度で実現し新し
い研究コミュニティを開拓する。

小型飛翔体小型飛翔体

月・惑星月・惑星
無人観測無人観測

はやぶさ２はやぶさ２

SELENE2SELENE2
はやぶさはやぶさ かぐやかぐや

新
観
測
手
段
の
獲
得

新
観
測
手
段
の
獲
得

飛
翔
機
会
の
洗
練
化

飛
翔
機
会
の
洗
練
化

４．宇宙科学プロジェクトの今後１０年程度の計画

SPRINT-B

再使用観測ロケット

運用中運用中 プロジェクト段階プロジェクト段階 プリプロジェクト段階 プリプロジェクト化準備段階凡例：

次期固体ロケットの開発

SPRINTSPRINT--AA
/EXCEED/EXCEED

スーパープレッシャー気球スーパープレッシャー気球
超高々度気球の開発超高々度気球の開発

２００５ ２０１０ ２０１５ ２０２０

宇宙の始まりや、現在謎
とされるダークエネル
ギー・ダークマターの解
明に様々な波長の電磁
波に加えて、宇宙線、重
力波を用いて挑む

太陽、地球、地球型惑星
に加えて木星型ガス惑
星の多様な環境解明に
比較惑星学的手法を用
いて挑む

惑星大気球、太陽風利
用航行、新プラットホー
ムなど実験機会の革新
と高度化・機動化・迅速
化で敷居を下げ、他分野
の実験要求にも応えうる
技術の成熟をねらう

はやぶさmk2

SPICA

SCOPE

以降、毎年１機程度以降、毎年１機程度

小型飛翔体：大気球・小型ロケットによる
戦略的研究を実施。

ワーキンググループ活動段階：
世界の新鮮な学術成果や研究者の自由な発想から
生まれた多くの計画の初期検討が次々と進行中
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５．JAXA設置と宇宙科学研究への配慮（１／２）

ＪＡＸＡ法
• 第４条（機構の目的）「機構は、大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、、、を

行うとともに、、、大学等における学術研究の発展、宇宙科学技術、、、の水準の向上、、、
を図ることを目的とする」

• 第１８条（機構の業務）「１ 大学との共同その他の方法による宇宙科学に関する学術研究
を行うこと、６ 機構の施設及び設備を学術研究、、、を行う者の利用に供すること、８ 大学
の要請に応じ、大学院における教育その他その大学における教育に協力すること」

• 第２０条（学術研究の特性への配慮）「文部科学大臣は、中期目標（宇宙科学に関する学術
研究及びこれに関連する業務に係る部分に限る）を定め、又は変更するい当たっては、研
究者の自主性の尊重その他の学術研究の特性への配慮をしなければならない。」

業務方法書
• 「機構は、全国の大学や国内外の研究コミュニティの研究者により、衛星等の飛翔体を用

いた宇宙科学研究計画の選定及び研究成果の評価についてピアレビューを行い研究計画
に反映する等、大学共同利用システムにより研究等を推進する。」（第３条）
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５．JAXA設置と宇宙科学研究への配慮（２／２）

• 研究者の自由な発想に基づく研究を実施、学術研究の自由尊重、成果の公表（同３条２）

• 総合研究大学院大学との連携による大学院宇宙科学専攻の教育、東京大学大学院理学
系及び工学系研究科との協力による大学院教育など大学院教育実施（第１１条）

• 宇宙科学評議会の設置（宇宙科学研究本部長の選考・理事長への推薦、理事長の宇宙科
学関連業務に関する助言）（第１９条）

• 運営協議会の設置（教育職の選考・推薦、本部長の諮問機関）（同１９条２）

その他
• 宇宙科学研究本部への教育職（教授、准教授、助教）の設置（組織規定）（ＪＡＸＡ一般職

（事務系・技術系）
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６．今後の宇宙科学をどう進めるか

「総合科学」として新しい研究分野への拡大と他分野との連
携

月・惑星探査や、地球環境、資源・エネルギーなどの政策的
課題、人類的課題への取り組みへの展開

大学を基盤とする宇宙科学研究の充実・強化

大学共同利用の新たな展開：宇宙開発利用の基盤部分に大
学等の研究者による自由な発想の研究がしっかり入る新しく
広い大学共同利用へ
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「宇宙空間に行くことで可能になる、あるいは、宇宙空間に行くこと・宇宙
空間を利用することを可能にする研究」の集合体としての「総合科学」

７７．宇宙科学は．宇宙科学は宇宙開発利用全体を支える「学術研究」開発利用全体を支える「学術研究」

有人
宇宙探査

人々の
安全・安心の確保

人類の
フロンティアの拡大

大学に根ざした研究

宇宙利用
地球観測

輸送系
航空

宇宙空間での
観測

宇宙開発利用
実施体制

大学等との宇宙科学共同研究ネットワーク

宇宙科学

事象の基本的理解

先導的技術開発・基盤技術形成

自分の頭で考え、自分の手を動かす人材の育成
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８．ＪＡＸＡにおける宇宙科学研究の課題
～宇宙科学研究推進検討委員会提言から～（１／２）

宇宙基本法下での宇宙開発利用と宇宙科学
研究開発法人ＪＡＸＡの中での宇宙科学
国立大学、大学共同利用機関の法人化
今後の宇宙科学の在り方 を踏まえて

宇宙科学研究推進検討委員会報告（平成２１年１２月２８日）４つの提言

提言１：国際的研究拠点（COE）としての継続的発展のための研究体制の強化
• 世界をリードする研究成果を創出してきた宇宙科学研究本部が、世界のCOEとして継続的に発展していくためには、これ

まで培ってきた学問的な成果と伝統に基づく研究体制を更に強化するため、JAXAはこのための取り組みを全面的に支
持・支援する必要がある。これを受けて宇宙科学研究本部は、今後に向けて明確なビジョンに基づいた戦略的プライオリ
ティを設定し、研究組織・体制の改革充実を進め、国内外の人的資源の流動性の向上を図るとともに内外の一級の「知」
が結集し、新たな課題創出と課題解決の研究を推進する研究体制を構築する必要がある。

（対応状況）
研究系再編：研究系再編検討チーム設置（宇宙科学研究本部内）：平成２３年４月再編を目途
研究支援体制の強化：組織体制検討チーム設置（同上）、４月から一部組織改正予定、漸次強化の方向
研究組織の国際化：「ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾄｯﾌﾟﾔﾝｸﾞﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ」開始（平成２１年度）、宇宙科学国際調整主幹の設置（４月１日予
定）
政策課題との相互補完の仕組みなど、検討を進める
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８．ＪＡＸＡにおける宇宙科学研究の課題（２／２）

提言２：宇宙科学の特性を重視し独自性と自律性を有する組織形態の実現
• 宇宙科学研究本部を、宇宙科学研究の特性に応じた一定の独自性・自律性を持つ「宇宙科学研究所（仮称：以下同）」とし

て位置付けるとともに、研究プロジェクトの資源確保や運営のあり方への配慮を行うなど、最適な宇宙科学研究の組織形
態を実現すること。

（対応状況）
宇宙科学研究所に改称及び関連する組織改正：４月１日予定
独自性・自律性：研究プロジェクトに関する意思決定や資源確保のあり方など具体的方策の検討を進める
その他運営面での配慮：契約方法など一部改善済み、継続して検討

提言３：新たな大学共同利用システムの構築
• JAXAと大学の人的・物的資源を含む協力関係を明確にしつつ、共同研究の実施に当たっての敷居を下げ、新たな双方

向性を持つ大学共同利用システムを再構築するため、JAXAは文部科学省及び大学とも連携して、その実現に当たること
が適当である。そのため、「宇宙科学研究所」をJAXA全体の窓口として、JAXAと大学との連携協力関係を強固で円滑な
ものとするとともに、宇宙科学を総合科学として発展させるために、優れた取り組みや潜在能力を有する大学にJAXA連
携協力拠点を設置し、大学との相互乗り入れにより、大学を基盤とした新たな研究の展開を図る必要がある。

（対応状況）
協力関係の明確化、新たなシステム構築：大学共同利用強化検討チーム及び実施規則策定チーム設置（宇宙科学研究
本部内）
連携協力拠点の設置など：京都大学、名古屋大学での試行

提言４：学術行政における宇宙科学の位置付けの明確化
• 「宇宙科学研究所」と大学との密接な協力関係の構築と大学共同利用機能の強化改善のため、国の学術研究推進のた

めの施策の検討に際して、宇宙科学を科学技術・学術審議会の審議対象として明確に位置付けることを始め、「宇宙科学
研究所」がそれに積極的に提案・関与できる体制を整えるよう文部科学省に対して働きかけを行う必要がある。

（対応状況）
科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会にてヒアリング（３月１１日）
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９．部会審議への意見

ＪＡＸＡ宇宙科学研究所は宇宙科学に関する「大学共同利用
システム」の中核であり、「大学共同利用機関」に準ずるもの
としての認知・取り扱いを希望

「大学共同利用機関」の今後の機能・役割は、大学・大学付
置研究所及び研究開発法人の研究体制整備との関連の中
で検討されるべき、いずれの場合にも、「知」の基盤としての
大学との密接な連携が不可欠

これらの検討に当たっては、個々の大学共同利用機関の
「出自」「歴史的経緯」、研究者コミュニティの状況、研究の特
性に十分に留意することが重要

今一度大学との関係を明確化するとともに個々の大学法人・
機関の枠を超えた工夫・取り組み、ｅ．ｇ．流動性促進、支援
体制充実、協働関係の構築への国の支援策が重要
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